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Windows CE の新機能
Microsoft® Windows® CE 5.0 は、以前のバージョンの Windows CE オペレーティング システム（OS）の性能、信頼性、品質、および使い易さを拡張します。Microsoft Platform Builder for Windows CE 5.0 は、Windows CE に基づいたカスタム組み込み OS 設計を構築するための統合開発環境（integrated development environment: IDE）です。Platform Builder は、Windows CE に基づいた OS 設計の設計、作成、構築、テスト、およびデバッグに必要なすべての開発ツールを備えています。
以下のトピックでは、Windows CE および Platform Builder の変更点、改善点を紹介し、詳細情報へのリンクを提供します。
Windows CE 5.0 

· ボード サポート パッケージ 

· デバイス ドライバ 

· デバッグおよびテスト 

· Windows CE の特長 

Platform Builder 

· 統合ビルドシステム 

· Platform Builder の新機能と更新された機能 

· ヘルプ 

Windows CE 5.0

ボード サポート パッケージ
生産と品質管理 OAL
Windows CE 5.0 は、OAL の開発プロセスを簡素化および短縮する生産と品質管理 OEM Adaptation layer（OAL）を含んでいます。また、コア ライブアリでの OAL 部品化の改善レベル、コード再利用をサポートするディレクトリ構造、中央化構成ファイル、およびプラットフォーム ファミリやハードウェア プラットフォームで一貫したアーキテクチャを提供します。
詳細については、「生産と品質管理 OAL」を参照してください。
生産と品質管理 BSP
Windows CE 5.0 では、以下のハードウェア プラットフォーム用の BSP に、生産と品質管理 OAL サポートが含まれています。
· Intel PXA27x 開発プラットフォーム
· SMDK2410 Samsung MCU 開発キット
· AMD DBAu1000 開発ボード
· AMD DBAu1100 開発ボード
· AMD DBAu1500 開発ボード
· Broadcom BCM91101SP 

· NEC Solution Gear 2-Vr4131 開発キット
· NEC Solution Gear 2-Vr5500 開発キット
· CEPC 

· エミュレータ
· AMD Geode 

これらのハードウェア プラットフォーム用 BSP の使用方法の詳細については、「サポートされているボード サポート パッケージ」を参照してください。
デバイス ドライバ
生産と品質管理ドライバ
Windows CE 5.0 は、Windows CE デバイス ドライバ開発の成功事例に忠実な生産と品質管理ドライバを提供します。生産と品質管理ドライバは、他のドライバよりも機能性、持ち運び、安定性、検出、および信頼性に優れているので、これらを使用することで多くの利点を得ることができます。これらのドライバの詳細については、「生産と品質管理ドライバ」および「デバイス ドライバ開発の成功事例」を参照してください。
Device Manager

Device Manager は、装備されているドライバやそれらのインターフェイスを追跡する Windows CE OS プロセスです。Windows CE 5.0 では、Device Manager は、以下の新機能、および更新された機能が装備されています。
· 新しいデバイス ネームスペース。バスの親子関係、および 1 デバイスで 10 以上のインスタンスが可能になりました。
詳細については、「デバイス ファイル名」を参照してください。
· 新しいデバイス ディレクトリ機能および構造
詳細については、「デバイス マネージャ リファレンス」を参照してください。

· 部品化とリンクの変更、およびその他デバイスに関する変更
詳細については、「デバイス マネージャ」を参照してください。
競合状態の処理
Windows CE 5.0 では、XXX_PreClose（デバイス マネージャ）およびXXX_PreDeinit（デバイス マネージャ）オプショナル ストリーム インターフェイス エントリ ポイントにより、特定の競合状態を軽減できます。
詳細については、「デバイス ドライバでの競合状態の解決」を参照してください。
Power Manager
Windows CE 5.0 では、ColdReboot システム電源状態を導入しました。これは、システム再起動時に新しい SetCleanRebootFlag 関数を呼び出し、コールド ブートを強制します。
以前のバージョンの Windows CE では、再起動システム電源状態をサポートしていました。これは、デバイスをシャットダウンし、IOCTL_HAL_REBOOT で KernelIoControl を呼び出していました。
I/O Resource Manager

Windows CE 5.0 は、新しい I/O Resource Manager 関数を追加します。詳細については、以下のトピックを参照してください。
· ResourceDestroyList 

· ResourceMarkAsShareable 

· ResourceRequestEx 

信頼できるプロセスだけが、I/O Resource Manager 関数を呼び出すことができます。詳細については、「I/O Resource Manager」を参照してください。
32 ビット カードバス PC カード アーキテクチャ
Windows CE 5.0 PC カード スタックが、Windows CE .NET 4.2 以前に装備されていた PCMCIA スタックの替わりに使用されます。このスタックは、クライアントのバス不可知ドライバ、およびすべての既存の PCMCIA クライアントをサポートするレガシー互換性レイヤーを公開します。Windows CE 5.0 スタックは、32 ビット カードバス カードを完全にサポートします。SYSGEN および BSP 変数を含む、この PC カード アーキテクチャの詳細については、「PC カード ドライバ」を参照してください。
以前の 16 ビット アダプタのサポートも引き続き提供されます。後方互換性については、新しいクライアント インターフェイスが、レガシー PCMCIA クライアント インターフェイスと並行して公開されます。
USB プリンタ クラス ドライバ
Windows CE 5.0 ユニバーサル シリアル バス（universal serial bus: USB）プリンタ クラス ドライバは、既定で、サンプルのプリンタ制御言語（Printer Control Language: PCL）プリンタ ドライバをインストールします。
詳細については、「サンプルの USB プリンタ クラス ドライバ」を参照してください。
USB 関数コントローラ ドライバ
Windows CE 5.0 は、USB 2.0 関数コントローラ ドライバを追加します。これらのドライバは、クライアント ドライバをロードするバス ドライバです。
詳細については、「USB 関数コントローラ ドライバ」を参照してください。
USB マス ストレージ関数ドライバ
Windows CE 5.0 は、Windows CE ベース デバイスでネイティブ ストレージ デバイスを USB ホストに公開できる USB マス ストレージ 関数ドライバを提供します。たとえば、Windows CE ベース デバイスは、内部 CompactFlash、ハード ディスク、または USB マス ストレージ コンポーネントを公開できます。このストレージは、USB ホストの USB マス ストレージ デバイスとして表されます。これにより、USB ホストは、USB を介して、Windows CE ベース デバイスのネイティブ ストレージ デバイスとファイルを送受信できるようになります。
USB マス ストレージ関数ドライバのレジストリ設定の詳細については、「USB マス ストレージ クラス ドライバのレジストリ設定」を参照してください。
USB 関数コントローラ ドライバの詳細については、「USB 関数コントローラ ドライバ」を参照してください。
USB 2.0 ホスト EHCI ドライバ
Windows CE 5.0 は、USB 2.0 ホスト拡張ホスト コントローラ インターフェイス（enhanced host controller interface: EHCI）ドライバを追加します。
詳細については、「USB ホスト コントローラ」を参照してください。
Secure Digital I/O (SDIO) ソフトウェア スタック
Windows CE 5.0 は、SDIO ソケットを可能にするソフトウェア スタックを追加します。このスタックの SDBus ドライバは、ホスト コントローラ ドライバを下位にロードし、標準 API を上位に公開するので、すべての SDIO クライアント メーカーは、すべての Windows-CE ベース プラットフォームのデバイス ドライバを書き込むときに使用できます。提供されるホスト ドライバは、標準のドライバで、Secure Digital Association で定義されている Standard Host Register Specification v1.0 を使用するすべてのチップに対応します。その他のホスト チップセットも提供されます。
このスタックは、SD メモリ カード、SDIO 対応カード、コンボ カード、およびマルチファンクション カード用です。SD ドライバの詳細については、「Secure Digital Card Driver」を参照してください。
Direct3D モバイル ドライバ
Windows CE 5.0 は、Direct3D モバイル ディスプレイ ドライバを追加します。これは、Direct3D モバイル ミドルウェアで使用される描画サービスを提供します。ミドルウェアは、すべての呼出し転送、同期化、および OS 統合発行を扱い、ドライバは、ディスプレイ サーフェスのすべてのメモリを管理します。
Direct3D モバイル ミドルウェアの詳細については、「Direct3D モバイル」を参照してください。
Direct3D モバイル ディスプレイ ドライバの詳細については、「Direct3D モバイル ディスプレイ ドライバ」を参照してください。
ディスプレイ ドライバ
Windows CE 5.0 は、以下のディスプレイ ドライバ機能を追加します。
· Platform Builder カタログから追加できるディスプレイ ドライバ
· Silicon Motion 3DR (Cougar) 

· ATI Rage XL Expert 98 

· 単一の包括的ライブラリでのソフトウェア エミュレート ラスター処理（raster operation: ROP）
これは、すべてのグラフィック処理を最適化します。以前のバージョンの Windows CE では、エミュレートは、Emul.lib、Swg.lib、および GPE AnyBlt 関数で処理されていましたが、いくつかの ROP は、Emul.lib で最適化され、残りの ROP は AnyBlt 関数で処理されていました。
· グラフィック デバイス インターフェイス パフォーマンス テスト
スクリプト駆動テストは、ディスプレイ処理のパフォーマンスを評価します。Windows CE テスト キット（CETK）は、グラフィック デバイス インターフェイス パフォーマンス テストが実行できる 4 つのスクリプトを提供します。また、特定の関数のテストやアプリケーションの模倣などのために、カスタム スクリプトを作成し実行することもできます。詳細については、「グラフィック デバイス インターフェイス パフォーマンス テスト」を参照してください。
詳細については、「ディスプレイ ドライバ」を参照してください。
廃止および修正されたドライバ
Windows CE 5.0 で行われたドライバの変更を以下に示します。
· BatteryNotifyOfTimeChange 関数が廃止されました。
· バス ドライバ モデルが修正されました。
詳細については、「バス ドライバ」、「CEDDK バス アクセス IOCTL」、および「CEDDK バス アクセス関数」
· 通知 LED（NLED）ドライバが GWES からデバイス マネージャに移行されました。
NLED ドライバを GWES からデバイス マネージャに移行した後で、DWES を OS 設計で構築する必要はありません。詳細については、「通知 LED デバイスを GWES からデバイス マネージャに移行する」を参照してください。
デバッグとテスト
コア接続インフラストラクチャ
Windows CE 5.0 は、コア接続およびプラットフォーム マネージャをサポートします。コア接続は、Platform Builder および Microsoft Visual Studio® の両方で作業する開発者をサポートする、統一された接続フレームワークです。プラットフォーム マネージャは、開発ワークステーションと Windows CE ベース デバイス間の通信を管理する通信技術です。コア接続がプラットフォーム マネージャの替わりに使用されますが、プラットフォーム マネージャは引き続き Windows CE 5.0 で機能します。
Windows CE 5.0 では、コア接続 API を使用してください。Windows CE の将来のリリースとの互換性が必要ないコード以外では、プラットフォーム マネージャ API を使用しないでください。
詳細については、「コア接続インフラストラクチャ」を参照してください。
ブレークポイント
Windows CE 5.0 は、以下の新しいブレークポイント機能をサポートします。
· ターゲット デバイス実行中にブレークポイントを設定する機能
· ブレークポイントを ROM に設定する機能
· ROM ステッピング
詳細については、「ブレークポイント」を参照してください。
ハードウェア アシスト デバッガ
Windows CE 5.0 は、デバッガ ドライバ eXDI2 を追加します。これは、単一デバッガ API を作成して、ハードウェア アシスト デバッグとソフトウェア デバッグの両方をサポートします。これらのデバッガ コンポーネントは、ターゲット デバイスでコードを実行せずに OS 固有の情報にアクセスできる柔軟性を提供します。既存のコード ベースをデバッグ用の新しいターゲット ハードウェエアに適応させるには、新しい eXDI ドライバを作成できます。Adaptation Layer は、必要に応じて、既存の eXDI ドライバを新しい eXDI2 API に変換します。詳細については、「ハードウェア アシスト デバッグ」を参照してください。
eXDI2 デバッガ ドライバには以下の機能が装備されています。
· Kernel Independent Transport Layer（KITL）を使用した、KdStub との簡素化接続インターフェイス
· コア接続インフラストラクチャ下のサービスとしてグループ化されるホスト側デバッガ機能
· 複数のクライアント デバイスのサポート
· proc 内 COM オブジェクトとして使用できるヘルパ コンポーネント
· 改善されたブレークポイント機能および例外処理パフォーマンス
Windows CE テスト キット（CETK）
Windows CE 5.0 は、以下の CETK 機能を追加します。
· プラットフォーム マネージャを使用して、ターゲット デバイスに CETK を接続する機能
CETK は、CETK をターゲット デバイスに接続する方法として引き続きソケットをサポートします。
· テストを起動、ターゲット デバイスから CETK を切断、および後で CETK をターゲット デバイスに再接続してテスト結果を収集する機能
· テストの実行やテスト結果の保存に必要なファイルを保存するターゲット デバイスの位置を指定する機能
· CETK をターゲット デバイスに接続した後で、複数のテスト キットのいずれかを選択する機能
各テスト キットは、Windows CE ベース デバイスの特定のカテゴリに CETK テストの組み合わせを提供します。
· リソース コンシューマおよび Windows CE Stress ツールを CETK から実行する機能
詳細については、「Windows CE テスト キット」を参照してください。
Windows CE 5.0 は、以下のテストを CETK に追加します。
· オーディオ CD ドライバ テスト 

· Credential Manager テスト 

· Direct3D モバイル ドライバ比較テスト 

· Direct3D モバイル ドライバ検証テスト 

· Direct3D モバイル インターフェイス テスト 

· フラッシュ メモリ 読み込み/書き込みおよびパフォーマンス テスト 

· グラフィック デバイス インターフェイス パフォーマンス テスト 

· グラフィック デバイス インターフェイス プリンタ テスト
· ICMP API テスト
· イメージング コーデック テスト
· Kernel Scheduler テスト
· ローカル認証プラグイン テスト 

· NDIS パフォーマンス テスト 

· 通知テスト
· OAL キャッシュ テスト 

· OAL IOCTL テスト 

· OAL タイマ テスト 

· PC カード 16 ビット PCMCIA ホスト コントローラ ドライバ テスト
· PC カード 32 ビット カードバス ホスト コントローラ ドライバ テスト
· PC カード レガシー PCMCIA ドライバ テスト
· RAS 認証テスト
· RAS サーバ IOCTL テスト
· リアルタイム通信（Real-Time Communications: RTC）テスト（8 コレクション）
· VoIP テスト
· Winsock パフォーマンス テスト 

· 無線ネットワーク カード テスト
使用できるすべての CETK テストのリストについては、「CETK テスト」を参照してください。
Windows CE 5.0 は、以下のテストを CETK から削除します。
· Direct3D 基本ラスター化テスト
· Direct3D フォギング テスト
· Direct3D マルチテクスチャ テスト
· Direct3D Z-バッファリング比較テスト
· DirectSound オーディオ ドライバ テスト
· モジュラ ストレス テスト
このテストは、Windows CE Stress ツールに置き替えられました。
· PCMCIA コントローラ ドライバ テスト
· プリンタ ドライバ テスト
このテストは、グラフィック デバイス インターフェイス プリンタ テストに置き替えられました。
Windows CE の特長
以下のトピックでは、Windows CE の特長の変更点および改善点を紹介し、詳細情報へのリンクを提供します。
· アプリケーションおよびサービス開発 

· アプリケーション - エンド ユーザ 

· 通信サービスおよびネットワーキング 

· コア OS サービス 

· Device Management 

· ファイル システムおよびデータ ストア 

· フォント 

· グラフィックおよびマルチメディア技術 

· 国際 

· インターネット クライアント サービス 

· セキュリティ 

· シェルおよびユーザ インターフェイス 

· Voice over IP 電話サービス 

· Windows CE Error Reporting 

アプリケーションおよびサービス開発
.NET コンパクト フレームワーク
Windows CE 5.0 は、.NET コンパクト フレームワーク サービス パック 2 機能を追加します。
Exchange クライアント
Windows CE 5.0 は、取引先およびスケジュール情報を Microsoft Exchange Server 2003 から取得する機能を追加します。IP Phone 設計テンプレートおよび Telephony User Interface (TUI) Platform Builder Catalog アイテムは、この機能を使用します。
XML

Windows CE 5.0 は、エラー文字列をリアルタイム イメージに追加できる XML 機能を提供します。これにより、リアルタイム イメージ サイズは 40 KB まで増加しますが、XML テキストの解析エラーがあった場合、より意味のある情報を開発者に提供します。エラー文字列は、XML Document Object Model（DOM）、および DOM に基づくその他の XML コンポーネントのみでサポートされます。XML Minimal Parser コンポーネントではサポートされません。
詳細については、「XML OS 設計開発」を参照してください。
アプリケーション - エンド ユーザ
リモート デスクトップ プロトコル（Remote Desktop Protocol: RDP）

Windows CE 5.0 は、以下の RDP 機能を追加します。
· Terminal Services Client Access License（TS CAL）メンテナンス ツール
TS-CAL は、Enterprise Web Pad など、制御パネル プログラムをサポートする任意の構成で使用できます。TS-CAL では、RDP クライアントがリアルタイム イメージに必要です。
· ファイル リディレクタ フィルタ
ドライブ リディレクタが有効なときにフィルタが可能になります。
· すべての制御パネル プログラムを Thin Client イメージに追加する
制御パネル プログラムにアクセスするには、F2 を押します。
· RDP 5.5 リリース RDP 5.1 

RDP 5.5 に固有な移行情報については、「RDP 5.5 移行についての問題」を参照してください。
· 独自のプロセス スペースではなく Graphics、Windowing and Events Subsystem（GWES）で実行する RDP
保護されたサーバ ライブラリ (protected server library: PSL) および kernel のオーバーヘッドを削減することで、より高速な表示更新を提供します。GWES で実行する RDP は、最大 30% までパフォーマンスを改善できます。RDP を GWES で実行するように構成した場合、RDP をウェブ ブラウザ内で実行することはできません。また、RDP を Microsoft ActiveX Control で実行するように構成できます。
詳細については、「Windows CE の操作の RDPモード」を参照してください。
· UI に固定された接続バー
ユーザは、新しいレジストリ設定の既定値が変更されない限り、この固定を解除することはできません。これにより、公共の場でのクライント UI のなりすましが防がれます。詳細については、「RDP セキュリティ」および「.rdp ファイルを介した Terminal Services のクライアント構成」を参照してください。
Windows Messenger for Windows CE

Microsoft Windows Messenger for Windows CE リアルタイム通信ソフトウェアは、リアルタイムの音声およびテキスト通信をファイル転送機能と組み合わせます。
Windows CE 5.0 は、以下の Windows Messenger 機能を追加します。

注意   Windows CE 5.0 での Windows Messenger クライアント実装は、デスクトップ Windows Messenger バージョン 5.0 クライアントに基づいています。
· 取引先をグループにまとめ、取引先をドラッグアンドドロップするサポート
· 笑顔などを表すグリフである、顔文字を追加および表示するサポート
· アラートとして知られるシステム トレイ通知、着信メッセージ用、および ToolTip サポートなど、ユーザ インターフェイス（UI）の改善
· .NET Messenger Service の更新
Microsoft Windows Messenger for Windows CE リアルタイム通信ソフトウェアは、リアルタイムの音声およびテキスト通信をファイル転送機能と組み合わせます。.NET Messenger Service は、2 つの Windows Messenger クライアント アプリケーション サーバ タイプのいずれかです。これにより、ユーザは、.NET Passport アカウントを使用して、取引先と通信することができます。
詳細については、「Windows Messenger」を参照してください。
通信サービスおよびネットワーキング
ネイティブ Wi-Fi WLAN アクセス ポイントおよびステーション
Windows CE 5.0 は、ネイティブ Wi-Fi 無線ローカル エリア ネットワーク（WLAN）のサポートを含みます。この技術は、ネイティブ Wi-Fi アクセス ポイントおよびネイティブ Wi-Fi ステーションをサポートします。
詳細については、「ネイティブ Wi-Fi WLAN」を参照してください。
Bluetooth

Windows CE 5.0 は、以下の Bluetooth 機能を追加または拡張します。
· Audio Gateway Service を使用した Headset Profile（HSP）および Hands-Free Profile（HFP）のサポート
詳細については、「Bluetooth Profile」、「Headset Profile」、「Hands-Free Profile」、および「Audio Gateway Service」を参照してください。

· PAN User（PANU）、Network Access Point（NAP）、および General Ad-hoc Network（GN）のサポートを含む、Personal Area Network（PAN）プロファイルのサポート
詳細については、「Personal Area Network（PAN）プロファイルのレジストリ設定」を参照してください。
· Bluetooth Secure Digital I/O（SDIO）転送ドライバ
Bluetooth Special Interest Group（SIG）で定義されているように、このドライバは、Bluetooth デバイスとの相互動作のためにホスト システムで使用されます。このデバイスは、SDIO インターフェイスをプライマリ ハードウェアとして使用して、標準 Bluetooth プロトコルを介してホスト システムに接続します。
· ビルトインと PnP 転送ドライバのサポート、および拡張 Bluetooth Universal Transport Manager（BthUniv）での適切な転送ドライバをロードするサポート
詳細については、「サポートされている HCI 転送ドライバ」を参照してください。
· Bluetooth 技術を Windows CE ベース アプリケーションに実装するためのベースとしての新しい SDk サンプル
詳細については、「Bluetooth アプリケーション開発のサンプル」を参照してください。
· Bluetooth 関数 BthAnswerPairRequest および BthPairRequest 

ドメイン検出
Windows CE 5.0 は、ドメイン検出を追加します。これにより、Windows CE ベースのデバイスで、Active Directory サーバを検出してクエリできます。
詳細については、「ドメイン検出」を参照してください。

IPSec v4

Windows CE 5.0 は、IPSec v4 Platform Builder Caralog アイテムを追加します。これにより、ネットワーク上の 2 つのクライアント デバイスが、IP Security（IPSec）プロトコルを使用してピアツーピア通信を確立できます。この技術により、Windows CE ベースのデバイスは、IPSec により安全が保証されているネットワークに参加できます。
詳細については、「IPSec v4」を参照してください。
Internet Connection Sharing

Internet Connection Sharing（ICS）は、インターネットとの 1 つの接続を複数のネットワーク コンピュータが共有できるようにする技術です。Windows CE 5.0 では、ICS は、Gateway Logging 機能を含みます。これは、様々なシステム イベントを Gateway デバイスのログ ファイルに書き込みます。
詳細については、「Gateway Logging」および「Gateway Logging のレジストリ設定」を参照してください。

NDIS Packet Capturing

Windows CE 5.0 は、2 つのサンプル ツール、Netlog と Netlogctl を追加し、ネットワーク トラフィックを記録するので、Microsoft Windows Network Monitor（NetMon）で読み込むことができます。
詳細については、「NDIS Packet Capturing」を参照してください。
Remote Configuration Framework

Windows CE 5.0 は、Remote Configuration Framework を追加します。これは、ヘッドレス デバイスのウェブ ベース ユーザ インターフェイスを作成するための構造を提供します。
詳細については、「Remote Configuration Framework」を参照してください。
TCP/IP

Windows CE 5.0 は、以下の TCP/IP 機能を追加します。
· ドメイン名システム（Domain Name System: DNS）サーバで任意のレコードをクエリできる、Dynamic Query and Modify

· より安全で動的な更新を実行できる、Secure DNS

特定の名前に関連する複数のリソース レコード セットを修正または削除できます。
インターネット プロトコル バージョン 6（IPv6）
Windows CE 5.0 は、構成データを TCP/IPv6 ネットワークのデバイスに送る、DHCPv6 Lite と呼ばれる、Dynamic Host Configuration Protocol for IPv6 のサポートを追加します。
DHCPv6 Lite は、DHCPv6 を使用するように構成されたネットワーク カードの DHCPv6 サーバから、プリフィクス、DNS サーバ、およびドメイン検索リスト オプションを取得できます。また、このプロトコルは、構成されている場合、取得したプリフィクスに基づいて、プリフィクスを特定のネットワーク カードに割り当てます。
詳細については、「TCP/IP および DHCP クライアント」および「IPv6 サポートの Gateway への追加」を参照してください。
USB Flash Config ツール
Windows CE 5.0 は、USB Flash Config ツールを追加します。これは、ネイティブ Wi-Fi アクセス ポイントおよびネイティブ Wi-Fi ステーションをサポートする、無線ローカル エリア ネットワーク（WLAN）構成の自動化を提供します。このツールは、 Microsoft Windows XP、サービス パック 2 でサポートされている、XML スキーマのサブセットを使用します。
詳細については、「USB Flash Config ツール」を参照してください。
ペアレント コントロール
Windows CE 5.0 は、ペアレント コントロールを追加します。これにより、プライベート ネットワークの管理者は、好ましくないウェブ サイトをブロックする規則を作成でき、特定のユーザによるコンテンツへのアクセスを防ぐことができます。
詳細については、「ペアレント コントロール」を参照してください。
Web Proxy

Windows CE 5.0 は、Web Proxy を追加します。これは、HTTP 要求および応答をフィルタするサービスを提供します。また、ペアレント コントロール フィルタを追加します。これにより、好ましくないウェブ サイトを親がブロックして、子供がそのコンテンツにアクセスできないようにできます。
ピアツーピア ネットワーキング
Windows CE 5.0 は、Peer Name Resolution Protocol（PNRP）をサポートします。これは、サーバレス名前解決を提供します。PNRP を使用して、ピアツーピアネットワーキング アプリケーションを作成できます。
詳細については、「ピアツーピア ネットワーキング」を参照してください。
Universal Plug and Play (UPnP)

Windows CE 5.0 は、以下の UPnP 機能を追加します。
· UPnP AV Framework。これは、C++ フレームワークおよび API を提供して、相手先ブランド製造（original equipment manufacturer: OEM）が、UPnP Audio/Video Device Control Protocol（DCP）に準拠したデバイスを構築できるようにします。
· IUPnPDeviceDocumentAccess インターフェイス
コア OS サービス
パワーダウン スレッド
Windows CE 5.0 は、ドライバで以下の操作を実行できるようにするパワーダウン スレッド機能を追加します。
· クリティカル セクションを使用してハードウェアを保護する
· ブレークポイントをパワー ハンドラに設定する
· クリティカル セクションおよびミューテックス以外の妨げにならない限り、任意の API を呼び出す
この機能により、ドライバ開発者は、API 呼出しをそのパワーダウン ハンドラで使用できるので、ドライバの開発やデバッグが簡単になります。これは、既定では kernel で有効にされるので、OEM で有効にする必要はありません。
この機能を追加することで、一部の API だけしかドライバのパワー ハンドラ関数で呼び出すことができなかった、Windows CE .NET 4.2 以前のいくつかの問題が解決されます。たとえば、DEBUGMSG、SetPowerOnEvent、および SetInterruptEvent です。これらの以前のバージョンでは、DEBUGMSG を使用しない場合、パワー ハンドラをデバッグするのが困難でした。これは、スレッドが使用している以外のハードウェアのパワー ダウンが生じるリスクがありました。
可変タイマ

Windows CE 5.0 は、OEM が Windows CE スケジューラで要求された場合のみタイマ割り込みを生成できる可変タイマを追加します。現在、Windows CE では、タイマ割り込みをミリ秒ごとに生成する必要があります。
注意   可変タイマは、ハードウェア制限のため、x86 ベースのマイクロプロセッサでは実装されません。
可変タイマには以下のような利点があります。
· スケジューラ パフォーマンスの改善
ミリ秒ごとではなく、必要な場合だけシステム割り込みが発生するので、可変タイマはスケジューラ オーバーヘッドを削減します。
· 節電
タイマは正確な時間で割り込みが発生するように設定されるので、OEMIdle では、CPU をアイドル状態にする以外はほとんど必要ありません。可変タイマでは、OEMIdle は、より速く CPU をアイドル状態にすることができます。
· 後方互換性のある可変タイマ
OEM は、可変タイマを使用ない場合だけ、現在のタイマ実装を保持できます。
カウントダウン スタイルのタイマについては、ハードウェアは、カウントの残りレジスタの更新をサポートする必要があります。
システム割り込みが 64 まで増加
Windows CE 5.0 では、kernel およびスケジューラは、最大 64 のシステム割り込み（SYSINTR）識別子をサポートしています。Windows CE .NET 4.2 では、最大 32 の SYSINTR 識別子をサポートします。
MIPS および SH4 の C 準拠の割り込みハンドラ
Windows CE 5.0 では、MIPS および SH4 マイクロプロセッサの割り込みサービス ルーチン（interrupt service routine: ISR）を C プログラム言語で作成できます。
Flatreleasedir からのロード
Windows CE 5.0 では、ランタイム イメージをフラッシュ メモリからロードせずに、ターゲット デバイスを再イメージングまたは再フラッシュすることなくフラット リリース ディレクトリから直接イメージをロードできます。この機能により、Windows CE 5.0 での新機能であるソースおよびディレクトリ実装でシナリオを素早く編集、構築、およびデバッグできます。
CreateStaticMapping での 36 ビット アドレス
Windows CE 5.0 は、CreateStaticMapping 関数に36 ビット アドレス スペースのサポートを追加します。この関数は、物理アドレスにマップされる静的仮想メモリ アドレスを作成します。
Kernel 関数
Windows CE 5.0 は、以下の kernel 関数を追加します。
· CeHeapCreate 

OEM は、独自のカスタム メモリ アロケータおよびデアロケータ関数を使用して、特別なメモリ ヒープを作成できます。この関数を使用すると、OEM、IHV、および ISV は、システムで使用できる任意の特別なメモリをヒープ ストレージとして利用できます。
· GetThreadCallStack 

システムの任意のスレッドの呼出しスタックを取り出します。
· CeSetMemoryAttributes 

既定では kernel でサポートされていないいくつかのハードウェア プラットフォームでサポートされるメモリ属性をデバイス ドライバおよびアプリケーションで使用する方法を提供します。
· SetJITDebuggerPath 

アプリケーションで、既定の Just-In-Time（JIT）デバッガを動的に変更できます。JIT デバッグを有効にするために、ターゲット デバイスをソフト リセットする必要はありません。また、一度 JIT デバッグを有効にすると、その障害はすべての新規プロセスおよび既存の実行中のプロセスに適用されます。信頼されるプロセスだけが SetJITDebuggerPath を呼び出すことができます。
· ReportFault 

独自の例外処理を実行するアプリケーションが、Microsoft に障害を報告できます。
Device Management

Windows CE 5.0 は、以下の Device Management 機能を追加します。
· 既定の Hypertext Transfer Protocol Secure（HTTPS）接続
Device Management クライアントは、HTTPS を使用する安全な接続を介してサーバに接続します。
· チェックポイント再起動
チェックポイント再起動を使用すると、Device Management エンジンで、ダウンロードするパッケージ ファイルを追跡できます。アプリケーションのダウンロードまたは実行時に接続障害が発生した場合、チェックポイント再起動は、障害が修正された後で、中断されたバイトからダウンロードを開始します。詳細については、「チェックポイント再起動」を参照してください。
· 以下の機能を備えた、Device Management クライアント拡張
· サーバへの追加のステータス メッセージ
· タスクが予測通りに実行されるようにするネットワーク トラッキング ステータス
· 障害および再試行とは別にタスク時間間隔を計算する、改善されたタスク スケジュール
· パッケージのインストール後に発行されたコマンドのみを実行するオプション
このオプションは、SourceFiles Element（命令応答）エレメントを使用します。
· runasync スクリプト コマンドのサポート
Runasync を使用すると、プログラムを非同期で実行するスクリプトを作成できます。run コマンドは、Windows CE 5.0 にも装備されています。
· これらの拡張により、Device Management Feature Pack を使用する Microsoft Systems Management Server（SMS）とのより優れたパートナシップが保証されます。
ファイル システムおよびデータ ストア
EDB データベース
Windows CE 5.0 は、EDB を追加します。これは、Windows CE ベース アプリケーションのコア ストレージ機能を提供する組み込みデータベース エンジンです。EDB は、Windows CE データベース（CEDB）の拡張バージョンです。
EDB を使用すると、複数のデータベースを含むことができるオブジェクト ストアを作成できます。オブジェクト ストアは、ファイルベースで、簡単にコピーまたは移動できます。EDB は、以下の機能をサポートしています。
· トランザクション
· 複数ユーザのよるアクセス
· 複数のソート順序、キー プロパティ、およびデータベース
· 特に大規模なデータベースでのパフォーマンス拡張
詳細については、「EDB データベース サポート」を参照してください。
Cache Manager

Windows CE 5.0 では、FSG Manager は、Cache Manager にリンクできます。Cache Manager は、ディスク キャッシュをファイル システムに提供する .lib ファイルです。Cache Manager を使用すると、カスタム ファイル システムなど、任意のファイル システムでディスク キャッシュを使用できます。ファイル システムは、FSD Manager を介してキャッシュとインターフェイスでリンクし、キャッシュは、ディスクとインターフェイスでリンクします。詳細については、「Cache Manager」を参照してください。
揮発性レジストリ キー
揮発性レジストリ キーでは、オペレーティング システムの再起動後にレジストリ キーは保持できません。Windows CE 5.0 は、このサポートのため、RegCreateKeyEx 関数の dwOption パラメータに 2 つの新しい値を追加します。
· REG_OPTION_NON_VOLATILE 

· REG_OPTION_VOLATILE 

ファイル システム関数
Windows CE 5.0 は、以下のファイル システム関数を追加します。
· CopyFileEx 

既存のファイルを新しいファイルにコピーします。
· CeGetVolumeInfo 

特定のボリュームの情報を取得します。
· LockFileEx 

呼出し側プロセスによる排他的アクセスのために指定ファイルをロックします。
· UnlockFileEx 

オープン ファイルの領域のロックを解除します。領域のロックを解除すると、他のプロセスがこの領域にアクセスできるようになります。
· RegNotifyChangeKeyValue 

指定レジストリ キーの属性またはコンテンツの変更を呼出し側に通知します。
フォント
EnumFontFamiliesEx API

Windows CE 5.0 は、EnumFontFamiliesEx 関数を追加します。この関数は、LOGFONT 構造で指定されるフォント特性に一致する、システム内のすべてのフォントを列挙します。EnumFontFamiliesEx は、タイプフェイス名または文字セット、あるいはその両方に基づいてフォントを列挙します。
グラフィックおよびマルチメディア技術
AlphaBlend および GradientFill

Windows CE 5.0 は、AlphaBlend 関数を Graphics Device Interface（GDI）に追加します。AlphaBlend は、透過または半透過ピクセルを持つビットマップを表示します。
Windows CE 5.0 では、OS 設計に AlphaBlend API および Gradient Fill Support Platform Builder Catalog アイテムを個々に追加または除外できます。
Direct3D Mobile

Windows CE 5.0 は、Direct3D Mobile を追加します。これは、Windows CE ベース プラットフォームの 3-D グラフィック アプリケーションのサポートを提供します。Direct3D Mobile は、Microsoft Windows ベース デスクトップ システムで検出される Direct3D API から派生しますが、組み込みシステムで使用するように最適化されます。
Direct3D Mobile の主要機能を以下に示します。
· Windows ベース デスクトップ システムの Direct3D と比較して、Direct3D Mobile のフットプリントが大幅に削減されます。これは、ハードウェアおよびパワー制限のために組み込みデバイスで使用できない 3-D グラフィック機能のサポートを削減した結果です。
· ドライバ アーキテクチャを使用すると、ピュア ソフトウェアまたはピュア ハードウェア、あるいはソフトウェアとハードウェエアの両方であるドライバ ソリューションを実装できます。
· Direct3D Mobile は、不可知タイプのアーキテクチャで構築されます。浮動小数点値のほかに、Direct3D Mobile は、16.16 固定点形式に従った固定点値をサポートします。
詳細については、「Direct3D Mobile」を参照してください。
イメージング

Windows CE 5.0 は、JPEG や GIF など、一般的な圧縮形式を使用する静止画のエンコードおよびデコードをサポートします。この機能は、Imaging API で提供されます。
サポートされる静止画コーデックの詳細および完全なリストについては、「イメージング」を参照してください。
Windows Media

Windows CE 5.0 は、追加の Windows Media 9 Series オーディオおよびビデオ デコーダのサポートを導入します。サポートされるデコーダを以下に示します。
· Windows Media Audio Lossless 

· Windows Media Audio Pro 

· Windows Media Video Advanced Profile 

これらのデコーダの Windows CE サポートに関する情報については、「コーデックおよび形式」を参照してください。
DirectSound

Windows CE 5.0 は、DirectSound をサポートしていません。すべてのオーディオ アプリケーションは、現在、Waveform Audio を使用する必要があります。
MIDI

Windows CE 5.0 は、DirectShow の MIDI フィルタを提供していません。ただし、DirectShow を介した MIDI サポートのサード パーティ ソリューションは可能です。
国際
簡体字中国語 MSPY 3.0 IME

Windows CE 5.0 は、簡体字中国語 の Microsoft Pinyin（MSPY）入力支援ソフト（Input Method Editor: IME）3.0 をサポートします。MSPY 3.0 は、インテリジェントな bigram ベース言語モデルを使用し、高精度の自己学習機能を備えた、センテンス ベースの入力方式です。
MSPY 3.0 は以下の機能を提供します。
· 3 つの語彙データベースのいずれかを選択するサポート
· ユーザ入力ストロークやエラーを大幅に減らす、大きな 3-D ShuangPin タッチ画面、および小さな 2-D ShuangPin タッチ画面の追加
· End User Defined Phrases（EUDP）辞書の追加
· 垂直または水平候補リストの設定など、OEM の追加構成オプション
詳細については、「簡体字中国語 MSPY 3.0 IME」を参照してください。
Complex Scripts
Complex Scripts とは、印刷形式が簡単にレンダリングされない言語のことです。たとえば、Complex Scripts 言語では、双方向のレンダリング、文脈に即したグリフのシェーピング、または文字の結合などが可能です。これらの特別な要件のため、追加処理が必要になり、テキスト出力の制御は非常に柔軟になります。
Windows CE 5.0 は、以下の Complex Scripts 機能を提供します。
· 地域ごとに 1 つのキーボード レイアウト ドライバ
· Uniscribe スクリプト エンジン
Uniscribe では、中東やアジアのスクリプトの複雑な規則など、国際的なテキストの表示や編集を API でサポートします。
· アラビア語およびヘブライ語のユーザ インターフェイスの監視
· Graphics Device Interface（GDI）、Graphics、Windowing and Events Subsystem（GWES）での Complex Scripts のサポート
· 一般的な制御での Complex Scripts のサポート
· Microsoft Internet Explorer 6 for Windows CE のコンテンツ レンダリングおよび固有制御
· Complex Scripts をサポートするフォント
· Windows CE Standard Shell をミラー化するサンプル シェル
· 以下の言語地域のランタイム イメージのサポート
· アラビア語
· グジャラート語
· ヘブライ語
· ヒンディー語
· カンナダ語
· マラーティー語
· パンジャブ語
· タミル語
· テルグ語
· タイ語
複数入力言語
Windows CE 5.0 は、複数入力言語の概念を導入します。複数キーボード レイアウトおよび入力支援ソフト（Input Method Editor: IME）は、1 つのデバイスにインストールできます。これは、UI 言語が 1 つだけのランタイム イメージ、または Multilingual User Interface（MUI）ランタイム イメージで実装できます。
複数入力言語のサポートは、以下の機能を提供します。
· 1 つのプレロード キーボード
これは既定ですが、OEM は、最大 15 のプレロード キーボードを定義し、16 以上のキーボード レイアウトをデバイスにインストールできます。
· 1 つのプレロード IME
これは既定ですが、OEM は追加の IME をインストールできます。
· タスクバーおよびショートカット キーを介して変更できる動的キーボード レイアウト言語
· プロセスおよびスレッドごとのキーボード レイアウトのサポート
· ローカライズした表示名をサポートする、MUI 対応値、Layout Display Name を含む入力言語レジストリ構造
· Input Language ダイアログ ボックスを提供し、以下のエンド ユーザ オプションをサポートする、Control Panel の Regional and Language Settings アプリケーション
· 入力言語のプレロード リストへの追加、およびリストからの削除
· ソフト リセットによる既定のキーボード レイアウト言語の変更
· ソフト リセットによるプレロード Input Method Editor の変更
詳細については、「Multiple Input Language サポート」を参照してください。
東アジア Multilingual User Interface（MUI）構成のフォント リンク
Windows CE 5.0 は、MUI 構成での複数の東アジア言語をサポートします。フォント リンクにより、Unicode CJK 範囲を共有する東アジア言語は、UI の言語に基づいた適切なフォントから正しいグリフ形状を描画します。
統合東アジア編集制御
Windows CE 5.0 は、統合東アジア編集制御を追加します。これを使用すると、複数の東アジア言語をランタイム イメージに追加できます。
National Language Support (NLS)

Windows CE 5.0 は、以下の NLS 機能を追加します。
· LCMAP_LINGUISTIC_CASIN をサポートする LCMapString
この関数は、文字列を別の文字列にマップし、指定の地域依存変換を実行します。また、LCMapString は、入力文字列のソート キーを生成できます。
· 追加の LCTYPE 定数
· LOCALE_SCOUNTRY。国/地域の完全にローカライズされた名前のサポートを提供します。
· LOCALE_SLANGUAGE。言語の完全にローカライズされた名前のサポートを提供します。
· LOCALE_IDIGITSUBSTITUTION。数字の形状を決めます。
たとえば、アラビア語、タイ語、およびヒンディー語の数字は、欧米の数字とは異なる伝統的な形状です。
· 詳細については、「LCTYPE 定数」を参照してください。
· GetDateFormat の追加フラグ
· DATE_LTREADING。左から右に読むレイアウトのマークを追加します。
· DATE_RTREADING。右から左に読むレイアウトのマークを追加します。
インターネット クライアント サービス
Internet Explorer 6 for Windows CE

Windows CE 5.0 は、以下の機能を Internet Explorer 6 for Windows CE に追加します。

· フィルタおよびトランジション。ビジュアル効果をウェブ ページ コンテンツに追加できます。
詳細については、「フィルタおよびトランジションの追加」を参照してください。
· テーマ サポート。スクロールバー、ボタン、および編集ボックスなど、Windows XP ビジュアル スタイルを固有の Internet Explorer for Windows CE 制御に適用できます。
詳細については、「テーマ サポート リファレンス」を参照してください。
· ブラウズ中のオーディオ頭出し。ウェブ ページ間のナビゲート中に音声ファイルを再生するようにブラウザを構成できます。
詳細については、「Internet Explorer ブラウザ制御ホストのレジストリ設定」を参照してください。
· IESAMPLE 拡張
詳細については、「IESample ブラウザ」を参照してください。
· 交換可能な WinInet ユーザ インターフェイス。セキュリティ証明書に関連するエラーを処理するための実装 IsDialogBoxHandled のプロシージャを含みます。
詳細については、「WinInet ユーザ インターフェイスの交換」を参照してください。
· リモート プロシージャ コール（Remote procedure call: RPC） DCOM サポート。Internet Explorer RPC サポートを提供し、ブラウザの親ウィンドウが、その子ウィンドウが window オブジェクトの Open メソッドを使用して開かれている場合に、子ウィンドウと通信できるようにします。
詳細については、「Internet Explorer RPC サポート」を参照してください。
· カスタマイズ可能なフォント範囲。HTML および CSS フォント サイズを独自のフォント サイズにマップできます。
既定では、フォント サイズは、14 ～ 40 ポイントに設定されています。詳細については、「ブラウザ フォント テーブルのカスタマイズ」を参照してください。
· XML データ アイランド。スクリプトまたは <OBJECT> タグを介して XML ドキュメントをロードせずに、XML ドキュメントでスクリプトを使用できます。
詳細については、「XML データ アイランド」を参照してください。 

· TVLens をサポートするマウス イベント。ウェブ ページを介した TV スタイル ナビゲーションをデバイスに提供します。
このマウス イベント サポートでは、TV レンズを使用して、ナビゲーション中に方向キーによりマウス イベントを処理できます。詳細については、「Internet Explorer TV スタイル ナビゲーションのレジストリ設定」を参照してください。
· 交換可能な Browser Control Host（Shdocvw）ユーザ インターフェイス。ダイアログ ボックスやメッセージ ボックスなど、Shdocvw UI 要素の交換に使用できるリソースを提供します。
· ポップアップ ブロック。ブラウズ中に表示される不要なポップアップ ウィンドウをブロックできます。
詳細については、「Popup Blocker インターフェイスの使用」を参照してください。
· Platform for Privacy Preferences（P3P）。cookies フィルタを使用できます。
詳細については、「Platform for Privacy Preferences（P3P）」を参照してください。
· フォーカス四角形の拡張。オーディオ頭出しのアクションをユーザに通知します。
· Internet Explorer 6 for Windows CE、Microsoft JScript 開発システム、および Microsoft Visual Basic Scripting Edition（VBScript）プログラム言語のセキュリティ改善
セキュリティ
証明書チェーン エンジン
Windows CE 5.0 では、証明書チェーン エンジンが Windows .NET Server 2003 にアップグレードされました。ただし、以下の機能はサポートされていません。
· HTTP からのオンライン検出およびダウンロード
· ファイル転送プロトコル（File Transfer Protocol: FTP）
· Authority Information Access（AIA）フィールドを使用した Lightweight Directory Access Protocol（LDAP）
· 証明書失効リスト（certificate revocation list: CRL）、信頼リスト、発行者証明書、および相互認証証明書をユーザがダウンロードできる機能
PFX インポート
Windows CE 5.0 では、PFX API は、関連するプライベート キーで証明書をエクスポートおよびインポートするときに使用されます。証明書および暗号化されたプライベート キーは、Public-Key Cryptography Standards（PKCS）#12 形式で表されます。暗号化は、パスワードから派生した秘密キーを使用します。形式は、Windows XP で使用されている形式に準拠します。
詳細については、「証明書関数」を参照してください。
暗号化のメッセージ API
Windows CE は、新しい暗号化のメッセージ API を追加します。これらの API は、以下のタスクを実行します。
· PKCS #7 メッセージを作成し、直接使用する
· PKCS #7 データを転送のためにエンコードする
· 受信した PKCS #7 データをデコードする
· 受信したメッセージの署名を解読および検証する
詳細については、「暗号化関数」を参照してください。
ローカル認証サブシステム
Windows CE 5.0 は、ローカル認証サブシステムを追加します。これにより、パスワードや PIN プラグインを含むプラグイン、スマート カード プラグイン、および指紋プラグインがサポートされた、モジュラ デバイス ロック メカニズムを使用できます。
詳細については、「ローカル認証サブシステム（Local Authentication Subsystem: LASS）」を参照してください。
Credential Manager

Credential Manager は、リモート リソース アクセスを使用するクライアントを認証する Windows CE のいくつかある認証サービスの 1 つです。Credential Manager は、ユーザ名やパスワードなど、証明書情報を管理します。Windows CE 5.0 は、以下の拡張を Credential Manager に提供します。
· Security Support Provider（SSP）資格情報のキャッシュに関するセキュリティの向上
· 複数ターゲットの資格情報キャッシュ
· Credential Manager API を使用できるようにアプリケーションを修正
詳細については、「Credential Manager」を参照してください。
認証サービス
Windows CE 5.0 は、以下の認証サービスを提供します。
· NTLM パッケージでのクライアント データグラム モードのサポート
· Negotiate セキュリティ パッケージでの AcceptSecurityContext のサポート
シェルおよびユーザ インターフェイス
Graphics、Windowing and Events（GWES）
Windows CE 5.0 は、以下の GWES 機能を追加します。
· ImageList_Add 関数でのデバイス独立ビットマップ（device-independent bitmap: DIB）のサポート。ImageList_Add 関数は、イメージ リストに追加されるイメージの DIB を受け入れることができます。
4.2 以前のバージョンでは、イメージ リスト コントロールは、ImageList_Add を介してコントロールに送信されたイメージの DIB のみを受け入れました。
· 新しいスタイルのリスト ボックス。リスト ボックス所有者は、そのコンテンツを描画し、リスト ボックスのアイテムの高さが固定か変動かを指定できるようになりました。
LBS_OWNERDRAWFIXED および LBS_OWNERDRAWVARIABLE の詳細については、「リスト ボックスのスタイル」を参照してください。
Windows CE Standard Shell

Windows CE 5.0 は、以下の Windows CE Standard Shell 機能を追加または拡張します。
· アニメーション コントロール。アニメーション コントロールとして知られる Microsoft Win32® 共通コントロールをサポートします。
アニメーション コントロールは、Audio-Video Interleaved（AVI） クリップを表示するウィンドウです。詳細については、「アニメーション コントロール」を参照してください。
· DB ボリュームを使用するリサイクル ビン
これにより、OEM は、データベース ボリュームがその状態を保持するために常駐する場所をターゲットにできます。リサイクル ビンは、オブジェクト ストアのデータベースを使用して、削除されたオブジェクトを追跡します。以前のバージョンの Windows CE では、このデータベースは、失われ、デバイスの電源が切れた場合は復元できませんでした。詳細については、「SHGetSpecialFolderPath」を参照してください。
· Desktop.ini ファイルの新しい拡張子。リンク（LNK）ファイルをその LNK ファイルの名前となるリソース文字列に関連付けることができます。
· ShellExecuteEx 関数のアップグレード。欠落している動詞またはアクション機能を可能にします。
詳細については、「ShellExecuteEx」を参照してください。
· 以下のリストビュー共有コントロールのサポート
· 傾斜 

· 背景イメージ
· ダブル バッファ
· グループ化
· ツールチップ
· 作業領域
· タスクバー インターフェイス、ITaskbarList2 のサポート
ITaskbarList2 インターフェイスは、ウィンドウにフルスクリーン表示のマークを付ける方法を提供することで、ITaskbarList インターフェイスを拡張します。
· Windows CE Explorer での以下の機能の更新
· タスクバーがコンポーネント化され、カスタマイズしやすくなりました
· Windows CE Explorer の背景イメージを BMP ファイル以外のファイルから生成できるようになりました
· 背景イメージのより幅広い形式セットが、Windows CE 5.0 から始まるイメージ デコーダで使用できるようになりました
適切なイメージ デコーダがランタイム イメージに含まれている場合、.bmp、.gif、および .jpg を含む背景イメージのいくつかの形式から選択できます。詳細については、「コントロール パネル アプリケーション」を参照してください。
· Windows CE Explorer および GetOpenFileName 表示の一貫したビュー。より使いやすくなります。
Windows Thin Client Shell

Windows CE 5.0 では、Windows Thin Client Shell は、既定で、Thin Client ウィザードをバイパスし、既定接続を提供します。この既定接続が使用される場合、ユーザはサーバに要求されます。
詳細については、「Thin Client の起動動作の制御」を参照してください。
ユーザ インターフェイス
Windows CE 5.0 では、ネットワーク ユーザ インターフェイス（User Interface: UI）およびセキュリティ サポート プロバイダ（security support provider: SSP）は、新しい Credential Manager インフラストラクチャを使用します。これらの変更は、独自のカスタム ネットワーク UI を所有している OS 開発者に影響を与える可能性があります。詳細については、「ネットワーク ユーザ インターフェイスの移行」を参照してください。
Voice over IP 電話サービス
Voice Over IP（VoIP）
Windows CE 5.0 は、以下の機能を追加して、IP 電話の OS 設計カスタマイズをより簡単にします。
· Microsoft Exchange Server の汎用統合ライブラリ。取引先情報の提供に使用できます。
· VoIP Application Interface Layer（VAIL）コンポーネントの更新。これは、Windows ベース デスクトップ コンピュータに接続している場合に電話を自動的にロックおよびロック解除するためです。
VoIP 電話サービス環境の Platform Builder Catalog でこの機能にアクセスできます。
詳細については、「IP 電話の開発」を参照してください。
PC 認証
Windows CE 5.0 は、Windows CE ローカル認証プラグイン（Local Authentication Plugin: LAP）を追加します。これは、Windows CE を実行しているコンピュータがロックされているか、またはロックが解除されているかを判別することにより、ユーザ認証を実行します。
詳細については、「PC 認証」を参照してください。
電話 IME

Windows CE 5.0 は、Telephony User Interface（TUI）アプリケーションでのみ使用するためのトリプルタップ機能を提供する、電話入力支援ソフト（Input Method Editor: IME）を追加します。電話 IME を拡張、または他のアプリケーションで使用することはできません。
詳細については、「電話 IME」を参照してください。
リアルタイム通信（RTC）クライアント API

Windows CE 5.0 では、RTC クライアント API は、Microsoft Windows XP に含まれている RTC クライアント 1.2 と同じです。
詳細については、「リアルタイム通信クライアント API」および「IP 電話の開発」を参照してください。
Telephony User Interface（TUI）
TUI アプリケーションは、顧客が独自の IP 電話 UI のサンプル コードまたはベースとして使用できる IP 電話ユーザ インターフェイスを提供します。TUI は、Broadcom BCM91101SP ハードウェア プラットフォームを対象にしています。
Windows CE は、以下の TUI 機能を追加します。
· 取引先検索のための Microsoft Exchange との統合
· 使用中かどうかのステータス情報
· 音声メッセージ
· 複数のパーティによる電話会議
TUI は、VoIP 電話サービス カタログ アイテムを介して使用できます。
詳細については、「IP 電話の開発」を参照してください。
VoIP Application Interface Layer（VAIL）
VAIL は、RTC クライアント API で提供されるより低いレベルのインターフェイスを抽出し、VoIP アプリケーションでの使用により適したプログラム コンストラクトを提供します。
詳細については、「VoIP Application Interface Layer（VAIL）」を参照してください。
Windows CE Error Reporting

Windows CE 5.0 は、Windows CE Error Reporting ツールを追加します。これは、Windows CE ベース システムのプログラム エラーまたはプログラム クラッシュに関する特別な情報を収集します。Windows CE Error Reporting は、有効な場合、クラッシュ情報を自動的に収集します。また、Error Reporting ツールは、コマンドライン命令を使用して同様の情報を収集するオプションを提供します。
Windows CE 5.0 は、Error Reporting に以下の機能を追加します。
· プログラム エラーまたはプログラム クラッシュ情報を収集するサポート
· プログラム エラーまたはクラッシュ情報をダンプ ファイルに保存し、このファイルを Microsoft ウェブ サイト、watson.microsoft.com にアップロードするサポート
· 任意のファイルをデバイスから watson.microsoft.com にプログラムで更新するサポート
· ReportFault および CaptureDumpFileOnDevice 関数を使用して、エラー レポートをプログラムで生成するサポート
· エラー レポートをアップロードする前にユーザ同意ダイアログ ボックスを表示するランタイム イメージのオプションの追加
· コントロール パネルから Error Reporting のコントロール設定を選択するオプションの追加
詳細については、「Windows CE Error Reporting」を参照してください。
Platform Builder
統合ビルド システム
Windows CE 5.0では、Platform Builderに統合ビルド システムを盛り込んでいます。これにより、Platform Builderで統合開発環境（IDE）とコマンド ラインを簡単に切り換えることができます。IDEはコマンド ラインによるビルド システム上にあるthinレイヤーのため、IDEとコマンド ラインのどちらを使用して作成してもランタイム イメージの機能に違いはありません。 
この統合ビルドシステムにより、次の機能が盛り込まれました。 
· Targeted Build。ワークスペース ウィンドウの[FileView]タブからノードを選択し、コンテキスト メニューからコマンドを選択してそのノードにファイルをビルドできます。
利用できるコマンドには、[Build]、[Build and Sysgen]、[Sysgen]があります。 
· XMLファイル（.pbxml）。ワークスペースについての情報が記載されています。
以前は、.wceファイルにこの情報が記載されていました。 
· ワークスペースは初期設定で%_WINCEROOT%\PBWorkspacesディレクトリにあります。
詳細については、Workspaces（ワークスペース）を参照してください。 
· プロジェクトがソースとdirsファイル ベースになりました。Builder project (.pbp)ファイルが廃止予定のため非推奨となりました。
詳細につていては、Sources File（ソース ファイル）とDirs File（Dirsファイル）を参照してください。[New Project]ウィザードからプロジェクトを作成すると、プロジェクトをビルドするのにPlatform Builderに必要な情報がXMLベースのプロジェクト(.pbpxml)ファイルに格納されます。詳細については、Projects（プロジェクト）

を参照してください。 
· [FileView]を使用すると、ソースおよびdirsファイルを使用中に表示されるのと同じディレクトリ構造が表示されます。
作成するプロジェクトは、[Projects]ノードに表示されます。ノードに[My Favorites]フォルダを用意し、ショートカットできるようにしました。詳細については、FileView Tab（FileViewタブ）

 HYPERLINK "http://msdn.microsoft.com/library/en-us/wcepbguide5/html/wce50conWorkspaces.asp" 


を参照してください。 
· [Build]メニューを[Build Project]と[Build OS]に分け、新メニューおよび変更メニューのオプションを入れました。
詳細については、Build Project Menu Options（[Build Project]メニュー オプション）とBuild OS Menu Options（[Build OS]メニュー オプション）を参照してください。 
· [Project]メニューに最新のコマンドが搭載されました。
詳細については、Project Menu Options（[Project]メニュー オプション）

 HYPERLINK "http://msdn.microsoft.com/library/en-us/wcepbguide5/html/wce50conWorkspaces.asp" 


を参照してください。 
· Cesysgen.batファイルをマスターのCesysgen.batファイルと小さめの.batファイルに分け、%_WINCEROOT%ディレクトリ内のそれぞれの依存関係ツリーに対応するようにしました。
· OS設計のPlatform Builder Catalog項目に、より堅牢な依存関係を増やしました。
これにより、選択した項目の複雑な依存関係を表示できます。 
Platform Builderの新機能と更新された機能
Windows CE 5.0では、Platform Builderに多くの機能拡張を施しています。変更内容の総合一覧については、Platform Builder User Interface Migration Issues（Platform Builderユーザ インタフェース移行内容）を参照してください。この機能拡張のうちいくつかを取り上げて、以下に説明します。
ブレークポイント
Windows CEでは、Platform Builderに次のブレークポイント機能を盛り込みました。 
· [new breakpoint]ダイアログ ボックス。ロケーション、データ、メッセージ ブレークポイントなどを設定できます。
· [Breakpoints List]ウィンドウ。
このウィンドウはドッキング（合体）でき、ロード済みの実行コードにあるユーザ ブレークポイントの一覧を表示します。この[Breakpoints List]ウィンドウには、次のタスクを行なうボタンが含まれています。 
· ブレークポイントの新規作成
· ブレークポイントの削除、またはブレークポイントの一括消去
· ブレークポイントの有効化または無効化
· ブレークポイントのプロパティ表示
· ブレークポイント ロケーションのソース コード表示
詳細については、Breakpoints List Window（[Breakpoints List]ウィンドウ）を参照してください。 
Core Connectivityユーザ インタフェース
Windows CEでは、開発者がMicrosoft Platform BuilderとMicrosoft Visual Studio .NET 2003開発システムで作業できるよう、Core Connectivityという統合接続フレームワークを搭載しました。Windows CE 5.0には、次のCore Connectivityユーザ インタフェース機能を盛り込んでいます。 
· USB オーバー シリアル転送
· リモート接続機能の設定が行える[Target Device Connectivity Options]ダイアログ ボックスと[Debug Message Options]ダイアログ ボックス
詳細については、Target Device Connectivity Options Dialog Box（[Target Device Connectivity Options]ダイアログ ボックス）およびDebug Message Options Dialog Box（[Debug Message Options]ダイアログ ボックス）を参照してください。 
· [Target]メニューが更新されました。
詳細については、Target Menu Options （[Target]メニュー オプション）

 HYPERLINK "http://msdn.microsoft.com/library/en-us/wcepbguide5/html/wce50conWorkspaces.asp" 




を参照してください。 
CEBASEコンフィギュレーション
Windows CE 5.0にあるコンフィギュレーションは、CEBASEだけです。この機能は、ヘッドレス・デバイスでもディスプレイ・デバイスでも、HLBASEまたはIABASEのどちらかに分類されなくなりました。
Driver Resolver（ドライバ リゾルバ）
Windows CE 5.0では、Driver Resolverを改善しました。Driver Resolverは、現行のOS設定と現行のBSPに対応しているドライバによって、OS設計にどのドライバを追加すべきかを判定します。
環境変数
環境変数に、ドライブ、パス、コンフィギュレーション ストリングなどのOS設計状態の情報を含めました。Windows CE 5.0には、最新の環境変数と新しいPRJ環境変数を盛り込んでいます。OS設計のプロジェクトごとに固有の機能を用意します。
詳細については、Environment Variables（環境変数）およびPRJ Environment Variables（PRJ環境変数）を参照してください。
ディレクトリ構造
Windows CE 5.0では、Platform Builderのディレクトリ構造を更新しました。
詳細については、Platform Builder Directory Structure（Platform Builderのディレクトリ構造）を参照してください。
ダイアログ ボックス
Windows CE 5.0では、次のPlatform Builderダイアログ ボックスを追加および拡張しました。 
· [New Project Settings]ダイアログ ボックス
詳細については、Project Settings Dialog Box（[Project Settings]ダイアログ ボックス）

 HYPERLINK "http://msdn.microsoft.com/library/en-us/wcepbguide5/html/wce50conWorkspaces.asp" 




を参照してください。 
· [Platform Settings]ダイアログ ボックスの更新
詳細については、Platform Settings Dialog Box

 HYPERLINK "http://msdn.microsoft.com/library/en-us/wcepbguide5/html/wce50conProjectMenuOptions.asp" 


（[Platform Settings]ダイアログ ボックス）

 HYPERLINK "http://msdn.microsoft.com/library/en-us/wcepbguide5/html/wce50conWorkspaces.asp" 


を参照してください。 
· [SDK Settings]ダイアログ ボックス 
ソフトウェア開発キット（SDK）を作成する場合、[EULA/Readme]タブ内のEULA（エンドユーザ向け使用許諾契約書）ファイルをtxt形式ではなくrtf形式にすることになりました。このほか、カスタム ユーザ向け使用許諾契約書が、[Microsoft EULA]から別のダイアログ ボックスにエンドユーザ向けに表示されるようになりました。 
Platform BuilderのIDE用語
Windows CE 5.0には、ヘルプで使用している用語に合わせてPlatform Builder IDEの最新用語を盛り込みました。
詳細については、Terminology（用語）
を参照してください。
コンパイラおよびリンカ
Windows CE 5.0コンパイラの言語は、Microsoft Visual C++ .NET 7.1開発システムに準拠しています。Windows CE 5.0は、次のC++言語機能を盛り込んでいます。 
· [New Compiler Options]  

リンク タイム コードの生成、スタック チェック、ランタイム エラー チェックが行なえます。 
· [New Linker Options]  

Microsoft Interface Definition Language (MIDL)コンパイラとヘルプ管理IDLの出力が行なえます。 
· [DUMPBIN Utility Options] 

標準のライブラリ、実行ファイル、DLLファイルを表示できます。 
· C++ 言語の変更 
準拠オプションのほか、WMMX、SSE、SSE2に関する固有の機能、ワイド文字タイプに変更を加えています。 
詳細については、Compiler Migration Issues（コンパイラ移行内容）を参照してください。
Platform Builderで削除または変更された機能
Windows CE 5.0では、次の機能が削除もしくは変更されました。 
· Catalog item (.cec)ファイルに、関連するCatalog itemのビルド方法についての情報が含まれなくなりました。 
詳細については、Catalog Item Files（Catalog Itemファイル）を参照してください。 
· いくつかのIMG環境変数を削除しました。 
詳細については、IMG Environment Variables（IMG環境変数）を参照してください。 
· いくつかのBSP_NO環境変数を削除しました。 
詳細については、BSP_NO Environment Variables（BSP_NO環境変数）
を参照してください。 
ヘルプ
Windows CE 5.0では、Platform Builderのヘルプ システムに次の機能を盛り込んでいます。 
· ユーザ インタフェースの改善
· カスタマイズ フィルタ機能。開発段階、情報種類、設計テンプレート、Catalog item別にヘルプ項目をフィルタリングできます。
詳細については、Help Filters（ヘルプ フィルタ）

 HYPERLINK "http://msdn.microsoft.com/library/en-us/wcepbguide5/html/wce50conWorkspaces.asp" 




を参照してください。 
· デバイス ドライバとコアOSサービスの[Catalog]から[ヘルプ]を開けます。
· 複数のドキュメントのウィンドウを同時に開いて表示できます。
· ツールバーをカスタマイズできます。ナビゲーション ウィンドウを移動したりドッキング（合体）することも可能です。
詳細については、Document ExplorerからHelp on Help（ヘルプのヘルプ）を参照してください。Document Explorerの開き方、および他のヘルプ機能を参照するには、Getting Assistance（手引き）を参照してください。 
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